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桜木町のまちなみ（桜木町）

市の景観づくりへの貢献に対して贈られる「第6回 各務原市都市景観賞」が決定しまし
た。建築物、まちなみ、まちづくり活動の3つの部門から、選考により選ばれた7つの建築
物、団体を紹介します。

駅広を愛する会

成田山 貞照寺（鵜沼宝積寺町）

各務原市
都市景観賞

第6回

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
景
観
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
景
観
を
育
て
、
守
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
た
め

に
、良
好
な
景
観
の
形
成
に
貢
献
す
る
建
物
や
ま
ち
な
み
、

活
動
を
行
っ
た
団
体
な
ど
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
建
築
物
」、「
ま
ち
な
み
」、「
ま

ち
づ
く
り
活
動
」
の
３
部
門
を
対
象
に
候
補
を
募
集
し
、

合
計
28
件
の
応
募
か
ら
、
選
考
委
員
会
の
審
査
を
経
て
賞

詳細　都市計画課☎ 058-383-1983

　

野
立
て
看
板
が
な
い
な
ど
、
自
然
景
観
と
調
和
し
た
美

し
い
ま
ち
な
み
を
形
成
し
て
い
る
地
域
が
対
象
と
な
る
部

門
で
す
。

　

外
観
の
優
れ
た
建
築
を
対
象
と
す
る
建
築
物
部
門
に

は
、
５
件
が
選
出
。
築
年
数
を
問
わ
ず
、
ど
れ
も
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
建
築
物
で
す
。
歴
史
的
建
造
物

か
ら
医
療
施
設
、
住
宅
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん

だ
建
築
物
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

選
考
で
は
、ガ
ラ
ス
面
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
も
の
や
、

の
り
面
を
生
か
し
た
モ
ダ
ン
な
建
築
な
ど
、
優
れ
た
デ
ザ

イ
ン
性
を
持
つ
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
立
地
・
色
彩
・
緑
化

な
ど
、
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
も
重
視
。
ま
た
、
優
れ
た

建
築
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
、
環
境
に
優
し
い
な
ど
の

観
点
も
選
考
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

建
築
物
部
門

ま
ち
な
み
部
門

　

地
域
の
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団

体
や
環
境
美
化
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
団
体
が
対
象
と
な
る
部
門
で
す
。

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
は
、
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
の
瀬
口
哲
夫

名
誉
教
授
を
は
じ
め
、
県
建
築
士
会
や
商
工
会
議
所
な
ど

各
種
団
体
の
代
表
、
市
民
の
方
な
ど
８
人
。
今
年
９
月
に

現
地
視
察
を
含
め
た
最
終
選
考
を
行
い
、
11
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
表
彰
し
ま

し
た
。

美
し
い
ま
ち
な
み
に
貢
献「
第
６
回 

各
務
原
市
都
市
景
観
賞
」

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門

　桜木町は、重点風景地区「木曽川河畔上流
地区」として、良好な景観を形成するための
制限がかけられている地域です。
　木曽川沿いの景勝地として、緑豊かな美し
いまちなみを作っています。

　平成18年発足の「駅広を愛する会」では、現
在21人の会員が JR鵜沼駅前にあるビオトー
プ池の清掃活動を行っています。同会の代表
のインタビューを、19ページの「クローズアッ
プ」で紹介しています。あわせてご覧ください。

メディカルセンターフェニックス
（鵜沼各務原町）

中日本ダイカスト工業株式会社
（那加山崎町）

　デザインはシンプルで、落ち着いた色彩の建物
です。外周には四季を楽しめる多種類の花木を植
栽し、屋上には太陽光パネルを設置するなど環境
に配慮する企業の姿勢が感じられます。

　開放的で、地域に開かれた医療施設です。建物
の周囲や駐車場には、樹木や芝生がふんだんに植
栽されており、今後、地域の「緑のオアシス」の
ような存在になると期待されています。

さくら通り岩本眼科（蘇原瑞穂町）鵜沼の家（鵜沼羽場町）

　斜面の高低差を利用して建てられた、端正な建
築デザインの住宅。道路境の緑の斜面との見事な
調和で、境界デザインのあり方を啓発する好例と
して評価されました。

　まわりの住宅になじむよう、平屋造りとなって
います。環境やバリアフリーに配慮したデザイン
にやさしさを感じます。周辺の景色とのコラボ
レーションも楽しめる建物です。

　昭和８年、女優の川上貞奴が信仰する不動明王
尊を祭るため、建立したお寺です。表舞台の玉垣
には当時の名優の名前が刻まれており、各務原市
内の歴史的建造物のひとつになっています。
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ご活用ください！

まちづくり活動助成金

詳細　まちづくり推進課☎058-383-1997

平成 29年度
助成事業を募集

　

近
年
、
心
筋
梗
塞
や
糖
尿
病
、
が
ん
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
患
う
人
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
①
参
照
）。

　

そ
こ
で
、
健
康
増
進
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
重
症
化
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
の

延
伸
、
生
活
の
質
の
向
上
、
医
療
費
の
適

正
化
を
目
指
し
、「
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
医
療
費
や
健
診
な
ど
の

デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
事
業
計
画
で
す
。

計
画
の
期
間
は
、
平
成
28
～
29
年
度
の
２

年
間
。「
計
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
」を
繰

り
返
し
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

と
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

該
当
者
・
予
備
群
を
減
少
さ
せ
る

■
要
医
療
基
準
値
以
上
者
の
医
療
機
関
受

診
率
60
％

　

適
切
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
で
重
症
疾
患
の
予
防
に
繋

げ
る

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導
の

勧
奨
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に
取

り
組
み
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
い
つ
ま

で
も
健
康
で
元
気
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

■
年
１
回
、
必
ず
健
康
診
査
を
受
診
し
ま

し
ょ
う

■
健
診
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
案

内
が
届
い
た
ら
、
必
ず
利
用
し
ま
し
ょ
う

■
健
診
結
果
が
「
要
医
療
」
の
方
は
、
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は

　

現
在
、
市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
市
民
活
動
団
体
と
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
や
地

域
の
担
い
手
の
方
が
自
由

な
発
想
で
、
主
体
的
、
積

極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
制
度
」は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
の
促
進
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
市
民
活
動
団
体
の
育
成
の
た
め
に
助
成

金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
助
成
金

は
、「
ス
タ
ー
ト
助
成
」

と
「
ま
ち
づ
く
り
助

成
」
の
２
種
類
あ
り

ま
す
。「
ス
タ
ー
ト
助

成
」
は
、
団
体
の
設

立
や
自
立
を
目
指
す

た
め
、
設
立
後
３
年

未
満
の
団
体
が
申
請

で
き
ま
す
。
設
立
後

３
年
以
上
の
団
体
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
助
成
」
で
、
課
題
解
決
す

る
団
体
へ
の
更
な
る
成
長
を
目
指
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
助
成
金
を
活
用
し

て
行
わ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
は
、

の
べ
72
事
業
。
こ
の
助
成
金
に
よ
り
、
新

た
に
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

む
団
体
が
立
ち
上
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
よ
う

な
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

■
被
保
険
者
の
健
康
状
態
の
把
握

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
改
善
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

■
心
筋
梗
塞
な
ど
の
重
症
疾
患
の
予
防

　

各
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
目
標
を
設

定
し
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
②
・
③
参
照
）。

■
特
定
健
診
受
診
率
33
％

　

特
定
健
診
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
、
健

康
状
態
不
明
者
の
減
少
に
繋
げ
る

■
特
定
保
健
指
導
利
用
率
20
％

　

特
定
保
健
指
導
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ

平
成
29
年
度
助
成
事
業
を

募
集
し
ま
す

　

助
成
金
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま

ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
民
５
人
以
上
の
構
成
員
を
有
す

る
団
体
が
、
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成

30
年
３
月
30
日
に
市
内
で
行
う
ま
ち
づ
く

り
活
動

備
考　

▽
こ
の
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
▽
こ
の
助
成
は
市
議
会
で
該
当
予
算
の

議
決
が
前
提
と
な
り
ま
す
▽
２
年
目
の
交

付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
が
必

要
で
す
▽
申
請
書
な
ど
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

申
込
と
詳
細　

平
成
29
年
１
月
４
日
～
31

日
に
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
窓
口
に
あ
る

助
成
金
交
付
申
請
書
な
ど
を
、
直
接
ま
ち

づ
く
り
推
進
課（
市
役
所
４
階
）☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
９
９
７

助成金の種類 助成率 上限

スタート
助成

1 年目 2/3 10 万円

2 年目 1/3 5 万円

まちづくり
助成

1 年目 2/3 30 万円

2 年目 1/3 15 万円

いつまでも健康で
　　　　元気な生活を！

市国民健康保険  データヘルス計画  策定

課
題

目
標

詳細　医療保険課☎ 058-383-1099

男性  37.49%
36％

32％

40％ 女性  40.43%

25 年 27 年26 年 28 年 （平成）

グラフ①  国保被保険者に対する生活習慣病患者の割合

グラフ②  特定健診受診者数と受診率の推移

グラフ③  メタボリックシンドローム該当者・予備群の
割合と特定保健指導利用率

地
域
の
課
題
を

地
域
で
解
決
！

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援
し
ま
す

多
数
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
実
施

団体名：Cocoro
事業内容：音楽を通して、「人
と人との交流の場」を作り、市
の活性化につながる、音楽イベ
ントを開催
交付額：10 万円（スタート助成）

◆こころフェス 2016 事業

団体名：ボランティアウヌマ
事業内容：育児中の保護者の心
のやすらぎと地域のコミュニ
ケーションづくりに貢献する
交付額：10 万 9000 円（まちづ
くり助成）

◆手づくりガーゼハンカチ
で作る安心して育児のでき
る地域づくり事業

設
立
年
数
に
応
じ
た
２
種
の
助
成

22 2624 2823 2725 29 （年度）

15％

30％

25％

20％

10％ 特定保健指導利用率  13.6% 20％

メタボ該当者・予備群の割合  28.4％

22 2624 2823 2725 29（年度）
5000

7500
（人）

7000
6500

5500
6000

20

35
（％）

30

25

33％特定健診受診率 28.8%

　今年度行われた活動の一
部をご紹介します。

こんな活動が行われました！

団体名：おたすけ会
事業内容：鵜沼南町区にお住ま
いのシニアの皆さんの、生活す
る上での困りごとをサポート
交付額：4 万 1000 円（スター
ト助成）

◆シニア生活サポート事業

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
3
日
。
学
び

の
森
や
市
民
公
園
な
ど
で
「
自
分
の
暮

ら
し
に
プ
ラ
ス
し
た
く
な
る
新
た
な
出

会
い
の
場
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
本
や

音
楽
、
ア
ー
ト
の
ほ
か
マ
ー
ケ
ッ
ト
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
日

和
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
。
毎
回
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
本
格
的
な
市
民

参
画
型
イ
ベ
ン
ト
へ
と
成
長
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

ブ
ー
ス
出
店
数
も
市
内
外
の
飲
食
店

や
雑
貨
店
、
本
の
愛
好
家
の
方
が
出

店
す
る
青
空
古
本
市
な
ど
を
含
め
る
と
、

１
６
０
店
舗
以
上
に
な
り
、
昨
年
と
比

べ
て
約
30
店
舗
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
た

若
い
ご
夫
婦
や
カ
ッ
プ
ル
、
そ
し
て
ご

年
配
の
方
ま
で
、
本
当
に
多
く
の
幅
広

い
世
代
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
存

分
に
秋
の
休
日
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
も
い
く
つ
か
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。
出
店
者
も
お
客
さ
ん
も
笑

顔
で
溢
れ
、
そ
の
素
敵
な
笑
顔
か
ら
私

も
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
隣
接
す
る
中
部
学
院
大
学
で

は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
日
和
の
目
玉
企
画
の

一
つ
と
し
て
、
作
家
、
俳
優
、
音
楽
家
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
肩
書
き
を
お
持
ち
の

リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ
ー
さ
ん
を
招
い
て

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
３
０
０

人
を
収
容
で
き
る
会
場
は
、
講
演
開
始

前
に
満
席
と
な
り
、
興
味
深
い
話
題
の

連
続
で
、
参
加
者
に
は
最
後
ま
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
企
画
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
方
が
参
画
し
、
市
民
目
線
で
の

ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た「
マ
ー

ケ
ッ
ト
日
和
」。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
必
要
な
も
の
は
何
か
、
そ
の
姿
を
垣

間
見
た
秋
の
休
日
で
し
た
。

市民参画型イベント
マーケット日和

■
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
に
貢
献

▽
学
校
嘱
託
医
師
＝
村
上
眞
美
（
蘇
原
東

門
町
）
▽
学
校
歯
科
医
＝
岩
田
幸
生
（
那

加
土
山
町
）

■
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

▽
少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
＝
梶
原
上

（
那
加
織
田
町
）
▽
少
年
セ
ン
タ
ー
補
導

委
員
＝
大
橋
致
知
（
那
加
東
新
町
）、
大

塚
廣
幸
（
松
本
町
）、竹
村
洋
（
緑
苑
東
）、

井
上
壽
（
那
加
信
長
町
）
▽
青
少
年
育
成

市
民
会
議
推
進
委
員
長
＝
牛
丸
富
士
男

（
緑
苑
南
）
▽
青
少
年
育
成
市
民
会
議
推

進
指
導
員
＝
熊
田
久
美
子
（
那
加
琴
が
丘

町
）

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

▽
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
＝
今
村
榮
一
（
那

加
前
洞
新
町
）、
小
澤
次
郎
（
鵜
沼
川
崎

町
）、
小
島
恵
子
（
大
佐
野
町
）、
番
貴
之

（
鵜
沼
羽
場
町
）、
山
田
政
博
（
鵜
沼
大
伊

木
町
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
常
任
委
員
＝

石
原
興
爵
（
鵜
沼
各
務
原
町
）

■
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献

▽
生
涯
学
習
講
座
講
師
＝
安
田
恵
美
子

（
緑
苑
南
）

詳
細　

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
７

各務
原市

■
市
民
憲
章
推
進
功
労
者

伊
藤
正
勝
（
鵜
沼
大
伊
木
町
）、
杉
山
隆

敏
（
那
加
琴
が
丘
町
）、
河
田
朝
子
（
那

加
東
那
加
町
）、
林
ふ
さ
ゑ
（
蘇
原
大
島

町
）、
片
山
久
美
子
（
蘇
原
吉
野
町
）、
上

原
八
重
子（
蘇
原
中
央
町
）、橡
木
道
利（
つ

つ
じ
が
丘
）

■
市
民
憲
章
作
文
最
優
秀
賞
者

山
口
莉
歩
（
那
加
三
小
１
年
）、
鈴
木
悠

太
（
鵜
沼
三
小
２
年
）、大
野
恵
梨
華
（
蘇

原
一
小
３
年
）、
真

野
華
穂
（
鵜
沼
二
小

４
年
）、
樋
口
和
奏

（
緑
苑
小
５
年
）、
平

松
隼
（
鵜
沼
二
小
６

年
）、
荻
原
明
日
香

（
蘇
原
中
１
年
）、
新

尚
哉
（
稲
羽
中
２
年
）、
岡
田
真
波
（
川

島
中
３
年
）

詳
細　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
０
５
８
（
3

８
３
）
１
６
６
２

教育委員会表彰
市民憲章推進協議会・
青少年育成市民会議表彰

教
育
委
員
会
表
彰

■
青
少
年
育
成
功
労
者

加
古
義
博
（
蘇
原
六
軒
町
）、
竹
内
良
郎

（
三
井
東
町
）、川
瀨
鈴
子（
川
島
北
山
町
）、

浅
野
正
弘
（
尾
崎
北
町
）、
佐
藤
さ
ゆ
り

（
川
島
小
網
町
）、
金
原
孝
（
那
加
前
洞
新

町
）、
小
島
三
男
（
山
脇
町
）、
中
田
し
の

ぶ
（
鵜
沼
朝
日
町
）、

今
西
雅
章
（
つ
つ
じ

が
丘
）、
服
部
伸
一

（
那
加
楠
町
）、
松
井

美
基
代
（
川
島
緑

町
）、
山
下
晴
彦
（
松
が
丘
）

■
善
行
青
少
年
表
彰
者

赤
座
百
南
（
高
３
）、足
立
悠
起
（
高
２
）、

山
根
星
治
（
同
）、
髙
垣
尚
史
（
同
）、
松

本
太
陽
（
高
１
）、
丹
羽
竜
樹
（
同
）、
秋

山
亮
真
（
同
）、
安
田
帆
花
（
同
）、
筋
田

日
菜
（
同
）

10 月 27 日、教育や住みよい地域づくりなどに尽力した方を表彰しました。

教育委員会表彰では、市の教育、学術および文化の振興発展に貢献した団体や個

人の皆さんを表彰しています。市民憲章推進協議会表彰では、明るく住みよいま

ちづくりなどに尽力した方を、青少年育成市民会議表彰では、青少年の健全育成

などに顕著な功績があった方を、それぞれ表彰しています。

表彰されたのは、次の皆さんです（敬称略）。

詳
細　

青
少
年
教
育

課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
４
８
４

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
表
彰

青
少
年
育
成
市
民
会
議
表
彰
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　12 月 17 日（土）13:30 ～
15:00
場所　産業文化センター 4 階第
2 学習室（那加桜町 2）
内容　 ▽「金生山化石と赤坂地
名」説田武紀・県地名文化研究
会会長 ▽「地盤力学から見た濃
尾平野」中野正樹・名古屋大学
院教授
費用　500 円（会員は無料） 
詳細　濃尾・各務原地名文化研
究会・阿部☎ 058-370-4425

地名文化研究会
第 5回定例講演会

日 時　 平成 29 年
1 月 22 日（日）
10:00 ～（開会式
9:20 ～、雨天決行）
場所　総合運動公
園（下中屋町）
対象　市内在住・在勤・在学の方
種目　①一般・高校男子の部＝
13.0km ②一般・高校女子、中学
男子、中学女子の部＝ 11.0km
費用　① 3500 円② 2500 円
備考　 ▽ コースは運動公園周回

▽ 各部とも 1 チーム監督 1 人・
選手 5 人・補欠 2 人
申込と詳細　1 月 10 日までに
費用を添えて、〒 504-0854 蘇
原野口町 3-5、山興印刷（株）内
市陸上競技協会事務局・山田☎
058-389-1414

第40回市長杯争奪
駅伝競走大会

学びの森
イルミネーション

　約 300 ｍに渡って続くイチョ
ウとメタセコイヤの並木道「学
びの森プロムナード」に、約
20 万球のイルミネーションが
点灯します。
期間　 12 月 10 日～平成 29 年
1 月 31 日　17:00 ～ 22:00
場所　 学びの森プロムナード

（那加雲雀町）
備考　期間中は、市民公園の噴
水もライトアップします

【カフェテラスがリニューアル
＆夜間営業】
　今年は、隣接するカフェテラ
スがリニューアル。期間中の金
～日曜日は夜間も営業します。
詳細　河川公園課☎ 058-383-15
33

埋文レギュラー
メニュー講座

【埋蔵文化財バックヤード見学】
　市内の遺跡や古墳の発掘調査
で出土した、土器や瓦などの整
理作業を行っているバックヤー
ドをご案内します。

【土器・石器鑑定局】
　個人で所蔵している土器のか
けらや石器はありませんか。
　お持ちいただければ、種別や
年代を調べてお答えします。

【埋文学習相談室】
　郷土の歴史探求のためのテー
マや、参考資料などについてア
ドバイスします。

【共通事項】
日時　平日　10:00 ～ 16:00 のう
ち 30 分程度
場所　埋蔵文化財調査センター

（三井東町 4）
対象　小学生以上
申込と詳細　事前に埋蔵文化財
調査センター☎ 058-383-1123

海外派遣
小学生を募集

　各務原国際協会では、小学生
の海外派遣事業を行います。
　アメリカの家庭でのホームス
テイや学校訪問など、外国につ
いて学びます。
期 間　 平 成 29 年 3 月 26 日 ～
31 日（4 泊 6 日、予定）
場所　アメリカ合衆国カリフォ
ルニア州セリトス市
対象　市内在住の小学校 5・6
年生（市外に通学する児童も可）
定員　8 人（選考）
内容　ホームステイ、学校訪問、
社会見学など
費用　自己負担額は 15 万円程
度を予定（費用の約半額を各務
原国際協会が助成）
備考　参加児童と保護者を対象
に、12 月 12 日  19:00 ～産業文
化センター 2 階第 3 会議室で
事前説明会を開催（参加自由）
申込と詳細　12 月 1 日～ 21 日

（必着）までに、参加申込用紙
（市内小学校、各務原国際協会、

国際協会ウェブサイトで配布）、
参加動機の作文（400 字詰 A4
原稿用紙 2 枚）をブランド創造
課内各務原国際協会事務局（産
業文化センター 6 階）☎ 058-
383-1426

　私たちのまちを、あなたの力
で守りませんか。平成 29 年度
の新規消防団員を募集します。
女性もぜひご入団ください。
対象　市内在住・在勤の満 18
歳以上で、心身ともに健康な方
申込と詳細　消防本部総務課☎
058-382-3136

まちを守ろう
消防団員募集

　女子ホッケー日本一の座をか
け、8 チームがしのぎを削る最
高のゲームを、ぜひ会場でご観
戦ください。観戦は無料です。
期間　 ▽ グループリーグ＝ 12
月 9 日 ～ 11 日 ▽ 決勝トーナメ
ント＝ 12 月 17 日～ 18 日
場所　 川崎重工ホッケースタ
ジアム（下切町 6）
詳細　川崎重工ホッケースタジ
アム☎ 058-380-2211

全日本女子
ホッケー選手権

日時　平成 29 年
1 月 29 日（日）
9:00 ～
場 所　 市 総 合 体
育館（那加太平町
2）
対象　市内在住・在学・在勤、
または市内スポーツクラブ在籍
の方
種目　男・女シングルス、男・
女ダブルス
費用　シングルス 800 円（中学
生 400 円）、ダブルス１組 1600
円（中学生 800 円）
申込と詳細　1 月 11 日までに、

「参加者の氏名、住所」を郵送で
〒 509-0108 須衛町 3-369、市
卓球協会・丹羽☎ 090-9182-17
96（電話は 17:00 ～）

第 41回
市卓球選手権大会

12月26日（月）まで

介護保険料　12月分
国民健康保険　 7 期
後期高齢医療　 6 期

今月の

納　税

　各務原養護学校の生徒による
作品展とハンドベル演奏会を開
催します。ぜひ、会場にお越し
ください。

【美術作品展（絵画・工作など）】
期間　12 月 13 日～ 19 日
場所　産業文化センター 1 階エ
ントランスホール（那加桜町 2）

【演奏会（ハンドベルなど）】
期日　12月9日（金）　① 11:30 ～
12:00 ② 13:00 ～ 13:30
場所　イオンモール各務原 1 階
センターコート（那加萱場町 3）
詳細　各務原養護学校☎ 058-38
3-1268

各務原養護学校
作品展と演奏会

日時　12 月 18 日（日）　10:30 ～
12:00
場所　温水幼児プール
対象　年長児～小学６年生
定員　約 50 人（申込順）
費用　200 円
持参品　水着、水泳帽子（幼児
は赤色）、ゴーグル（必要な人）
備考　 ▽クリスマス会の参加者
に限り幼児だけで入場できます

▽納入された費用はお返しでき
ません ▽ 全員に参加賞あり ▽

ゲームの勝者に景品あり
申込と詳細　12 月 2 日　10:00
～ 11 日に、費用を持参して市
民プール☎ 058-370-6506

市民プール
水中クリスマス会

日時　平成 29 年１月 14 日（土）
13:30 ～ 15:00
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
内容　「心が響きあうコミュニケー
ション」安田香実・福祉の里職員
詳細　社会福祉課☎ 058-383-12
52

乳幼児発達推進
協議会講演会

各務原にんじん
募集！イメージキャラクター・愛称

各務原市の特産品といえば、ご存じ「にんじん」。全国的にも珍しい二期作で作られる「各務原

にんじん」は、鮮やかな色彩と、豊かな甘みが魅力の最高級ブランドにんじんです。

そんな「各務原にんじん」の PR大使となるイメージキャラクターと、その愛称を募集します！

ご応募
ください！

募集内容　「各務原にんじん」をイメージさせる、
明るく親しみやすい「キャラクター」と「愛称」
対象　市内在住の方
賞品　 ▽ 最優秀賞（１人）＝賞金１万円、にんじん
ジュース「にんじん村」１ケース ▽優秀賞（2 人）
＝「にんじん村」1 ケース
審査方法　「市園芸振興会にんじん部会」と、部
会で選出された「各務原にんじんイメージキャ
ラクター決定審査会」が総合的に審査
備考　 ▽ 応募は 1 人１点、未発表のオリジナル
作品に限る ▽ 作品は返却しません ▽ 著作権、そ
の他第三者の権利を侵害している作品は審査対

象外 ▽ 最優秀作品の著作権・商標権、一切の知
的財産権は、「市園芸振興会にんじん部会」に帰
属します ▽ 必要に応じ、愛称・作品の修正・補
正などを行う場合あり ▽ 応募いただいた個人情
報は、当募集に係る目的以外には使用しません
申込と詳細　A4 サイズ白色相当の用紙に、カラー
リングを含め、キャラクター全体がわかるデザ
インとし、愛称と「氏名、住所、電話番号」を記
入のうえ、12 月 20 日（必着）までに市内 JA ぎふ
各支店に持参、または郵送で〒 509-0132 鵜沼西
町４-120、JA ぎふ鵜沼支店内「各務原にんじん」
イメージキャラクター応募事務局☎ 058-384-1141
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　教育に関する相談を受け付け
ます。気軽にご利用ください。
日時　平日の 9:00 ～ 16:00
場所　産業文化センター 7 階相
談室（那加桜町 2）
対象　悩みや心配事のある市内
在住の児童・生徒、または保護者
申込と詳細　火～金曜日（祝日
を除く）13:00 ～ 16:00 に、あす
なろ教育支援センター☎ 058-
383-1487

あすなろ教育相談

　来年度小学校へ入
学されるお子さんの
ご 家 庭 に、12 月 中
に入学通知書を市教
育委員会から郵送し
ます。
対象　平成 22 年 4 月 2 日～平
成 23 年 4 月 1 日生まれの方

【以下の場合はご連絡ください】

▽ 入学通知書が 12 月中に届か
ないとき ▽ 国立・私立小学校、
または県立の特別支援学校など
の小学部へ入学するとき ▽ 住
所・氏名など、記載事項に誤り
があったとき ▽住所などを変更
した、または入学日までに変更
する予定があるとき ▽他の市町
村発行の入学通知書をお持ちの
とき ▽病気、その他やむを得な
い理由のため、就学猶予・免除
を希望するとき
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

お届けします
小学校入学通知書

　国税の申告・納税は、インター
ネットの「イータックス（電子
申告・納税システム）」をご利
用ください。利用には、市民課
窓口で発行するマイナンバー

（個人番号）カードなどの電子
証明書が必要です。

【イータックスの利点】

▽源泉徴収票や医療費領収証な
どの提出が省略可能（確定申告
期限から、5 年間は税務署から
提出・提示を求められる場合あ
り） ▽還付金を 3 週間程度で受
け取ることができる
詳細　 ▽イータックス＝岐阜南
税務署☎ 058-271-7111、ウェブサ
イトhttp://www.e-tax.nta.go.jp

▽ 電子証明書＝市役所市民課☎
058-383-1078

国税の申告・納税
はイータックスで

　年末調整は、毎月の給与など
から源泉徴収した、所得税・復
興特別所得税の合計額と、その
人が１年間に納めるべき所得
税・復興特別所得税との差額を
精算するものです。
対象　「給与所得者の扶養控除
等申告書」を、年末調整を行な
う日までに提出している方

【配偶者や扶養親族の方の収入
を正しく申告してください】
　収入金額により、扶養控除・配
偶者控除・配偶者特別控除が受
けられない場合があります。

【2 人以上の方が、同じ人を扶
養親族にはできません】
　共働きの夫婦が子どもを両方
の扶養親族にした場合や、兄弟
が親を両方の扶養親族にした場
合などに、どちらか一方は扶養
控除が受けられなくなります。

【共通事項】

▽申告に誤りがあると、後日、所
得税や住民税が追加徴収されま
す ▽申告書に記載した内容に間
違いがあると気付いたら、すみ
やかに勤務先に申し出て、年末
調整の再調整を受けてください
詳細　岐阜南税務署☎ 058-271-
7111

年末調整を受ける
サラリーマンの方へ

　市と岐阜公共職業安定所、市
地域職業相談室（シティハロー
ワーク各務原）が協力して、「合
同企業説明会＆相談会」を開催
します。
　事前申込や履歴書は不要で
す。気軽にご来場ください。
日 時　12 月 7 日（ 水 ）13:30 ～
15:30
場所　東亜町会館（那加東亜町）
備考　市内企業数社が出展
詳細　商工振興課☎ 058-383-99
12

合同企業説明会＆
相談会

【トークライブ・自主上映会】
日時　平成 29 年 2 月 5 日（日）
12:30 ～ 16:30
定員　自主上映会のみ 100 人

（申込順）
内容　 ▽ トークライブ＝ 13:00
～ ▽映画「ずっと、いっしょ。」
＝ 14:15 ～
申込　12 月 1 日～ 22 日に、福
祉の里などにある申込用紙に必
要事項を記入し、ファクスまた
は直接、福祉の里
備考　託児あり（小学生未満）

【アート展】
　約 300 人の
利用者の作品
をつなぎ合わ
せ て 作 っ た、
立体造形作品

「段ボールアート」などを展示
しています。来年 2 月からは、
地域の福祉サービス事業所の方
の作品展示も行います。
期間　平成 29 年 3 月まで
備考　土・日曜日も開館

【共通事項】
場所　福祉の里（須衛稲田）
詳細　福祉の里　058-370-7511
☎ 058-370-7500

市社会福祉事業団
20周年記念事業

FAX

　個人・団体から 75 件の応募
があった、「第 16 回花と緑コ
ンクール」の表彰式を行います。
　当日は、講演会も行います。
受賞者の方だけでなく、園芸に
興味のある方はぜひお越しくだ
さい。
日時　12 月 11 日（日）14:00 ～
16:30
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
内容　 ▽花と緑コンクール表彰
式・講評会 ▽講演会「花と緑と
オープンガーデン」相田明・国
際園芸アカデミー准教授
定員　150 人（当日申込順）
備考　参加者には記念品を贈呈
詳細　河川公園課☎ 058-383-15
33

花と緑コンクール
表彰式

【屠
と そ

蘇散
さん

の無料配布と関連資料
展示】
　元旦に無病息災を願って飲む

「屠蘇酒」に使う生薬、「屠蘇散」
を無料で配布します。
期間　12 月 1 日～
定員　300 家族（1 家族に 1 袋）

【講演会】
日時　12 月 17 日（土）　13:30 ～
15:00
内容　「痛みと薬草～腰部の症
状に用いられる薬草」北川宗正・
元漢方薬局店主
費用　100 円（資料代）

【クリスマスコンサート】
日時　12 月 23 日（金）　10:00 ～
12:00（開場 9:40）
定員　300 人（当日申込順）
内容　歌と朗読のコラボ「ブ
レーメンの音楽隊」ほか

【共通事項】
詳細　内藤記念くすり博物館

（川島竹早町）☎ 0586-89-2101

くすり博物館
12月のイベント

期間　12 月 10 日～平成 29 年
1 月 31 日
費用　大人 850 円、65 歳以上
650 円、高校生 550 円、小・中
学生 350 円、3 歳以上 150 円（通
常 は 大 人 1700 円、65 歳 以 上
1300 円、高校生 1100 円、小・
中学生 700 円、3 歳以上 300 円）
備考　 ▽市在住の証明が必要（1
人の証明で 5 人まで） ▽団体利
用不可 ▽ 12 月 10 日～「世界の
スープ祭り」、12 月 23 日～ 25
日「ワールドナイトクリスマス」
詳細　リトルワールド（犬山市今
井成沢 90-48）☎ 0568-62-5611

リトルワールド
市民優待入館割引

　市民の方に限り、期間中はワ
ンコインで入園できます。
期間　12 月 3 日～ 18 日
費用　500円（通常は大人1700円、
65 歳以上・大学生 1300 円、高
校生 1000 円、小・中学生 600 円）
備考　 ▽市在住の証明が必要で
す ▽ 12 月 3 日 ～ 平 成 29 年 2
月 19 日　16:30 ～ 20:00 に「明
治建築をてらすイルミネーショ
ン  きらめき明治村」を開催
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

博物館明治村
市民特別入村割引

　セキュリティ向上のため、市
情報メールの暗号化の仕様を、
11 月末で切り替えました。
　一部の携帯電話で、新規登録
や退会、登録情報変更のページ
が表示できないなど、影響が出
る可能性があります。
対象　2009 年以前発売の携帯
電話など
備考　 ▽切替後もメール受信は
可能 ▽対象となる機種など、詳
細は各携帯電話会社へ
詳細　秘書広報課☎ 058-383-11
11 内線 2151

市「情報メール」に
関するお知らせ

期間　平成 29 年 1 月 11 日～ 3
月 29 日（各全 10 回）
内容　下表参照
費用　7500 円
備考　 ▽教室の途中変更不可 ▽

定員未満の教室は追加募集あり

▽ 電話受付は 14:00 ～、ただし
来場者を優先
申込と詳細　12 月 17 日に費用
と認印を持参し、抽選締切の 15
分前に、市民プール（小伊木町 4）
☎ 058-370-6506

市民プール第 4期
スタジオ教室

教室名 曜日 時間 定員 対象 抽選締切

エアロビクス
火 20:00 ～ 21:00 18 人

16 歳以上 9:45
水 10:30 ～ 11:30 18 人

ヨガ
月 19:00 ～ 20:00 18 人

16 歳以上 10:00
金 13:30 ～ 14:30 18 人

ピラティス

月 13:30 ～ 14:30 18 人

16 歳以上 10:15
金

19:00 ～ 20:00 18 人

20:10 ～ 21:10 18 人

パワーヨガ 火 11:00 ～ 12:00 18 人 16 歳以上 10:45

キッズダンス
（ミックス）

月 16:00 ～ 16:50 15 人 年中～
小学 1 年生 11:00

土 10:00 ～ 10:50 15 人

キッズダンス
（小学生）

月 17:00 ～ 17:50 20 人 小学 2 ～
6 年生 11:30

土 11:00 ～ 11:50 20 人

スタジオ教室一覧
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

テクノプラザ
CAD研修

【SOLIDWORKS 応用】
期間　12 月 8 日～ 9 日（全 2 日）
費用　2 万 160 円

【AutoCAD LT 基礎】
期間　12月12 日～13日（全2日）
費用　1 万 4400 円

【CATIA V5 基礎】
期間　12月14日～16日（全3日） 
費用　3 万 6720 円
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370

危険物取扱者試験
受験準備講習

【県予備講習（甲種、乙種全類、
丙種）】
期日　平成 29 年 1 月 10 日（火）・
11 日（水）（全 2 回）
場所　県シンクタンク庁舎（岐
阜市薮田南 5）
申込期間　12 月 1 日～ 28 日

【市予備講習（乙種 4 類）】
期日　平成 29 年 1 月 26 日（木）
場所　産業文化センター（那加
桜町２）
申込期間　12 月 1 日～ 1 月 25 日
備考　詳細は市ウェブサイトを
参照

【共通事項】
備考　 ▽危険物取扱者試験の申
込は、1 月 5 日～ 13 日に消防
試験研究センター岐阜県支部

（岐阜市薮田南 1） ▽ 電子申請
は 1 月 2 日～ 10 日
申込と詳細　予防課☎ 058-382-
3137

甲種防火管理
再講習

日時　平成 29 年 1 月 19 日（木） 
9:10 ～ 11:30
場所　消防本部 2 階研修室（那
加桜町 1）
定員　30 人（申込順）
費用　1500 円（当日支払）
備考　詳細は市ウェブサイトを
参照
申込と詳細　12 月 14 日～ 1 月
11 日に写真（縦 3.5 ㎝×横 3 ㎝）
1 枚を添えて、予防課☎ 058-382-
3137

　12 月 11 日～ 20 日は、「年末
の交通安全県民運動」期間です。

【無事故で年末  笑顔で年始】

▽ 夕 暮 時 や 夜 間 の 外 出 時 は、
明るい服装や夜光反射材を身
に付けたり、車のライトを早め

（12 月は 16:00）に点灯したり
して、交通事故を防止しましょ
う ▽ 飲酒運転を根絶しましょ
う ▽全ての座席のシートベルト
とチャイルドシートの正しい着
用を徹底しましょう
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

年末の交通安全
県民運動

　消防団が年末に、巡回・広報
などで警戒活動を実施します。
戸締り・火の元に気をつけて、
すばらしい新年を迎えましょう。

【平成 28 年度全国統一防火標語】
「消しましょう  その火その時  そ

の場所で」　
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

消防団年末夜警

　返しきれない複数の借金にお
困りの方は、悩む前にご相談く
ださい。
日時　12 月 10 日（土）　13:00 ～
16:00
内容　①面接相談（30 分、前日
までに予約）＝県民生活相談セ
ンター（岐阜市薮田南 5-14-53
ふれあい福寿会館 1 棟 5 階）②
電話相談＝上記時間内に下記へ
申込と詳細　県民生活相談セン
ター☎ 058-277-1003

多重債務
無料相談会

【市税】

▽休日相談日時＝12月17 日（土）
10:00 ～ 17:00 ▽夜間相談日時＝
12 月 9 日（金）・12 日（月）・13 日

（火）・14 日（水）17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階税務課

【国民健康保険料】

▽休日相談日時＝12月17 日（土）
13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談日時
＝ 12 月 8 日（木）、9 日（金）、12
日（月）、13 日（火）、14 日（水）
17:15 ～ 20:00
場所　市役所１階医療保険課

【共通事項】
備考　 ▽ 本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽ 上記時間中
は、電話での納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

12 月の休日・夜間
納付相談

　優勝したのは次の皆さんです
（敬称略）。

ソフトボール　 ▽一般＝鵜沼 ▽

壮年＝那加・蘇原 ▽実年＝那加・
蘇原 ▽ シニア＝那加・蘇原
少林寺拳法　 ▽小学高学年黄白
緑帯＝松井颯希・櫻井拓也（各
務原中央スポーツ少年団支部）

▽ 同茶帯＝加藤遼・内間醇一
（同） ▽ 小学低学年単演＝内間

千尋（同） ▽同高学年＝加藤誠
人（同） ▽一般有段＝青山昌伸・
竹澤康清（各務原東道院拳友会）

▽ 同段外単演＝渡辺隆行（同）

▽少年団体＝各務原中央スポー
ツ少年団支部
詳 細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

市民体育大会
優勝者

　空き家などの適切な管理を促
進するため、11 月 1 日に市グ
リーンパーク推進協会と協定を
締結しました。
　空き家の草の除去や木の剪
定、木の伐採などでお困りの方
はご相談ください。
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1997

空き家の木の剪定・
伐採でお困りの方は

　12 月 4 日～ 10 日の 1 週間は
「人権週間」として、全国的に

さまざまな行事が行われます。
【人権相談を行っています】

　人権擁護委員に相談できま
す。相談は無料で、秘密は固く
守られます。
日時　毎月第 1 金曜日　13:00 ～
16:00
場所　市役所 4 階市民相談室
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1884

第 68回人権週間
考えよう「人権」

　住宅や倉庫など、家屋の一部
または全部を取り壊したとき
は、資産税課まで申請してくだ
さい。
対象　平成 28 年 12 月 31 日ま
でに家屋を取り壊した方
申請方法　資産税課にある「家
屋滅失申請書」を提出
詳細　資産税課☎ 058-383-4840

家屋を取り壊した
ときは申請を

　市が発注する「物件の買入等」
の入札参加資格審査申請の受付
を開始します。
期間　12 月 15 日～平成 29 年 1
月 31 日　9:00 ～ 12:00、13:00 ～
17:00（土・日曜日、祝日、12 月 29
日～ 1 月 3 日を除く、消印有効）
備考　 ▽ 有効期間は平成 29 年
4 月 1 日～平成 31 年 3 月 31 日

▽要領は市ウェブサイトまたは
契約経理課で配布 ▽ 建設工事、
測量・建設コンサルタントなど
は、岐阜県・市町村入札参加資
格審査申請共同受付で随時受付
申込と詳細　直接、または郵送で
〒504-8555 那加桜町 1-69、各務
原市役所契約経理課（市役所 3
階）☎ 058-383-1463

入札参加資格
審査の申請受付

　食べられるのに捨てられてし
まう「食品ロス」を削減し、ご
みを減らしましょう。

【食品ロス削減のポイント】

▽「賞味期限」を過ぎてもすぐ廃
棄せず、自分で食べられるかど
うか判断する ▽必要な食品を必
要な時に、必要な量だけ購入す
る ▽ 食べ切れなかった場合は、
他の料理に作り替えるなど、献
立や調理方法を工夫する ▽宴会
では、乾杯後 30 分、お開き前
10 分は、自席で食事する「3010
運動」を心がける
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

「食品ロス」を
削減しましょう

　市役所職員などを名乗り、電
話で医療費や税金などの還付手
続きのためにスーパーやコンビ
ニの ATM へ誘導し、送金させ
る「還付金詐欺」が多数発生し
ています。
　還付金が ATM で支払われる
ことは絶対にありません。こう
した電話があったら、相手の説
明を疑い、警察署や消費生活相
談室にご相談ください。
詳細　市消費生活相談室☎ 058-
383-1884

還付金などの
詐欺にご注意を

　冬場は、暖房器具の使用によ
り、二酸化炭素の排出量が特に
多くなります。地球温暖化防止
のカギは、一人一人のエコライ
フへの取り組みが握ります。
　エネルギーの消費を抑えるた
め、家庭での節電など身近な所
から二酸化炭素の排出量を減ら
し、美しい環境を未来に残して
いきましょう。
取組例　 ▽ 暖房の設定温度は
20 度を目安にする ▽ 長期間使
わない電化製品のプラグをコン
セントから抜く ▽車の運転時に
はエコドライブを心がける
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
32

12 月は地球温暖化
防止月間

【中山道鵜沼宿景観計画】
期間　12 月2日～16 日　9:00～
17:00（土・日曜日を除く）
場所　市役所 2 階都市計画課
備考　 ▽変更案に意見書を提出
する方は、上記期間中（必着）
に意見書 1 部を都市計画課へ ▽

詳細は市ウェブサイトに掲載
詳細　都市計画課☎ 058-383-11
11 内線 2733

景観計画の
変更案を縦覧

　万が一、航空機事故などが発
生した場合に、被害を最小限に
抑えるため、法律に基づく訓練
を行います。
　訓練に伴って黒煙が発生しま
すが、環境に配慮し、灯油の使
用は最小限にしています。ご理
解をお願いします。
日時　12 月 8 日（木）　6:00 ～
8:15（荒天時は 9 日）
場所　航空自衛隊岐阜基地内
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地航空機
救難消防訓練
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　

社会福祉制度の相談なども受
け付けます。
日時　12 月 20 日（火）　13:00～
14:20
場所　市役所 1 階社会福祉課相
談室（那加桜町１）
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎ 058-
383-1252

精神保健福祉士
こころの健康相談 　検診を受診して、健康管理に

努めましょう。費用は無料です。
期間　平成 29 年 2 月 28 日まで
対象　市に住民登録がある、年
度末年齢 65 歳以上の方。ただ
し、以下に該当する方を除く① 
今年４月以降に胸部エックス線
検査を受けた② 肺疾患で現在
治療中または通院中③ 職場な
どで受診する機会がある④ 血
痰が６カ月以内にあった
内容　胸部エックス線検査
申込　電話などで、市内指定医
療機関
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
16

受診しましょう
結核検診

　医師の講演会と、弁護士によ
る給付金の個別相談会を開催し
ます。
　事前の予約や費用は不要で
す。ぜひご参加ください。
日時　12 月 17 日（土） ▽13:30 ～
14:30 ＝内木隆文・岐阜市民病
院医師による講演会 ▽ 14:30 ～
15:30 ＝個別相談会
場所　グランパレホテル駅前会
議室 5 階グランホール（岐阜市
金町 8-20）
詳細　全国Ｂ型肝炎訴訟名古屋

（愛知 ･ 岐阜 ･ 三重）弁護団事
務局☎ 052-961-0788

B 型肝炎講演会・
給付金個別相談会

　骨髄・末梢血幹細胞を提供し
た方の経済的負担の軽減と、移
植・ドナー登録の推進を目的に、
助成金を交付します。
対象　以下の要件をすべて満た
す方 ▽公益財団法人日本骨髄バ
ンクが実施する骨髄バンク事業
で骨髄などを提供し、これを証
明する書類の交付を受けた方 ▽

市内に住所を有する方 ▽他の地
方公共団体、民間の団体などか
ら同種の助成を受けない方 ▽骨
髄などの提供に係る休暇制度を
設けている企業・団体に勤務、
または所属していない方
助成額　骨髄などの提供に際し
て、次のいずれかに該当する入
院・通院について、1 日当たり
2 万円を上限に、7 日間まで助
成 ▽健康診断のための通院 ▽自
己血貯血のための通院 ▽骨髄な
どの採取のための入院 ▽その他
骨髄などの提供に関し、財団が
必要と認める通院・入院
備考　申請には、公益法人日本
骨髄バンクが発行する証明書

（通院などに要した日時と目的
が記載されている証明書、骨髄
などの提供が完了したことを確
認できる証明書）と、各務原市
が指定する様式の申請書などが
必要です
申込と詳細　骨髄などの提供完
了後 90 日以内に、直接、健康
管理課☎ 058-383-7570

市骨髄等ドナー
支援助成金

備考　400mL 限定会場
詳細　健康管理課☎ 058-383-75
70

1 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

1月22 日
（日）

9:30 ～ 12:00
アピタ
各務原店13:30 ～ 16:00

トを記入し、持参してください
【共通事項】

受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　▽ 総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原地区、稲羽西小
校区▽ あさひ子ども館＝鵜沼
地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽ 仮番号札を 12:30 ～配
布 ▽ 指定日に受診できない場
合、別地区でも受診可 ▽前月ま
での対象児で受診されていない
方は、今回受診可 ▽駐車料金の
補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

1 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▽ 歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り）▽ 当日幼児フッ素塗布受
診票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
備考　尿を入れる容器（12 月中旬
郵送）と目と耳に関するアンケー

　心身ともに健やかな子を産み
育てるため、思春期、妊娠・出
産、子育てなどに関する相談を
行っています。一人で悩まない
で、気軽にご相談ください。事
前に予約が必要です。
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

母と子の健康相談

　インフルエンザに感染しな
い、させないために、予防を徹
底しましょう。

【日ごろから心がけましょう】

▽外から帰宅した
ら「手洗い、うが
い」を習慣に ▽熱・
咳・くしゃみの症
状にはマスクを着用 ▽せきエチ
ケットを心がける ▽栄養と睡眠
を十分にとる ▽室内を適度な温
度・湿度に保つ ▽人ごみに出か
けることを避ける
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

インフルエンザを
予防しましょう

【さくらカフェ】
日時　12 月 17 日（土）10:30 ～
12:30
場所　桜丘中学校（那加不動丘 1）
費用　500 円
詳細　社会福祉協議会☎ 058-38
3-7624

【らららカフェ】
日時　12 月 19 日（月）13:30 ～
15:30
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
費用　200 円
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-30
81

【オレンジカフェ八木山】
日時　12 月 19 日（月）13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ ･ レスペート☎ 05
8-385-3912

【こころカフェ  ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　NPO 福祉サポートセンター
各務原東隣（鵜沼三ツ池町 5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

【共通事項】
対象　認知症の方やその家族、
地域の方
備考　事前予約は不要です
詳細　高齢福祉課☎ 058-383-21
24

12 月の
「認知症カフェ」

期日 場所 対象出生児

1 月 10 日
（火） 総合

福祉会館

平成 28 年
8 月 1 日～ 15 日

1 月 11 日
（水）

平成 28 年
8月16 日～31日

1 月 12 日
（木）

あさひ
子ども館

平成 28 年 8 月

期日 場所 対象出生児

1 月30 日
（月）

総合
福祉会館

平成 28 年 2 月
1 月31 日

（火）
あさひ
子ども館

期日 場所 対象出生児

1 月 17 日
（火） 総合

福祉会館

平成 27 年
6 月 1 日～ 15 日

1 月 18 日
（水）

平成 27 年
6月 16 日～ 30 日

1 月20 日
（金）

あさひ
子ども館

平成 27 年 6 月

期日 場所 対象出生児

1 月23 日
（月） 総合

福祉会館

平成 25 年
12月1日～15日

1 月24 日
（火）

平成 25 年
12月16日～31日

1月25 日
（水）

あさひ
子ども館

平成 25 年12 月

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1115

みんなの市民憲章
本を読もう

　日に日に寒さが増し、家で
過ごす時間が増える季節に
なってきました。
　たまにはスマホやテレビを
お休みして、読書をしてみま
せんか。家族で一緒に読んで、
感想を話し合うのも楽しいで
すね。
　市内の図書館にも、さまざ
まなジャンルの本がありま
す。ぜひ活用し、たくさんの
本に触れてみてください。
　　　　市民憲章推進協議会

期間　12 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関（要予約）
対象　①接種時 65 歳以上の方②
60 ～ 64 歳の方で、心臓、腎臓ま
たは呼吸器の機能に自己の身辺
の日常生活が極度に制限される
程度の障がいを有する方、または
ヒト免疫不全ウイルスにより免
疫機能に日常生活がほとんど不
可能な程度の障がいを有する方
で、身体障害者手帳1級を持つ方
費用　1500 円（対象者で、生活
保護世帯の方は免除）
持参品　本人確認書類（保険証
など）、健康手帳（お持ちの方）
備考　 ▽ 接種回数 1 人 1 回 ▽ 市
外施設入所者、長期入院で市内指
定医療機関で接種困難な方、県内
のかかりつけ医で接種希望の方
は接種前に健康管理課へ ▽上記、
対象②の方と、対象者で生活保
護世帯の方は印鑑、マイナンバー
カード、本人確認書類、②の方は
身体障害者手帳を持参し、接種
前に健康管理課へ
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

高齢者インフル
エンザ予防接種
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カルチャー カルチャー

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

　1 年を通して、自然を満喫できる、その季節にぴっ
たりの体験講座をご用意しています。ぜひ、ご参加
ください。
■ 8 日（日）　各務野・自然観察ウオーク「冬の自
　然遺産の森で体験しよう～春の七草探しとおかゆ
　の体験～」
　古くから、新年 1 月 7 日
に食べるとされている「七
草粥」。春の七草を探して、
お粥を作ってみんなでいた
だきましょう。
時間　10:00 ～ 12:00
持参品　筆記用具、防寒着
■ 22 日（日）　冬のバードウオッチング
　冬は野鳥観察には最適な
季節。樹木に葉がなく鳥を
見つけやすいので、１年で
最もお勧めです。
時間　9:00 ～ 11:00（雨天
中止）
持参品　筆記用具、あれば双眼鏡と図鑑
■ 29 日（日）　各務原アルプストレッキング
　各務原アルプスの最高峰、金毘羅山に登って、頂
上からの大パノラマを展望しよう！
時間　9:30 ～ 12:00（雨天
中止）
持参品　昼食、飲み物、登
山のできる服装と靴、材料
費 200 円（豚汁代）

【共通事項】
対象　小学生の親子・大人
定員　30 人（申込順）
費用　1 講座 1 人受講料 300 円。また、内容により
別途材料費が必要（上記のとおり）。
申込と詳細　12 月 1 日～、「開講日と講座名、参加
者全員の住所、氏名 、ふりがな、性別、年齢、電
話番号、返信用メールアドレス、付き添いの方がい
ればその旨」を明記し、メール shizen@wildlife.ne.
jp で NPO 法人生態教育センター☎ 090-5615-0370

N
A
TU
R
E

寒さを忘れ、冬の自然を楽しもう
1 月の「自然体験塾」

各務野自然遺産の森
☎ 058-385-2773

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート / イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■合歓の木南幼稚園遊戯会
日時　12 月 10 日（土）　9:10 ～（開場 9:00）
場所　市民会館
詳細　合歓の木南幼稚園☎ 058-370-2222
■合歓の木幼稚園遊戯会
日時　12 月 11 日（日）　9:10 ～（開場 9:00）
場所　市民会館
詳細　合歓の木幼稚園☎ 058-384-2821
■市民会館ホワイエコンサート「弦楽四重奏で聴く
　冬の曲」
日時　12 月 15 日（木）　15:30 ～（開場 15:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
出演者　Q

カ ル テ ッ ト

uartet V
ヴィータ

ita（田中安梨、加藤由佳、橋本歩、
小川真貴）
費用　大人 300 円、中学生以下無料（未就学児不可）
定員　約 100 人（申込順）　 
申込と詳細　電話などで市民会館☎ 058-389-1818
■第 44 回岐阜各務原児童合唱団定期演奏会
日時　12 月 23 日（金・祝）　17:00 ～（開場 16:30）
場所　市民会館
費用　1000 円（全席自由）
詳細　岐阜各務原児童合唱団・長尾☎ 058-383-1075

中央図書館
☎ 058-383-1122

　岐阜各務野高校、中部学院大学の学生の皆さんが、
読み聞かせをしてくれます。お友達と一緒に遊びに
来てください。
日時　12 月 17 日（土）　13:30 ～ 15:00（開場 13:00）
場所　中央図書館 4 階 多目的ホール

B
O
O
K たのしいお話がいっぱい！

「クリスマスのおたのしみ会」

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 11/28・12/2・5・12・19・20・26・28 ～ 31

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

　床の間に飾る「生
しょうか

花」または玄関に飾る「盛
せ い か

花」
の生け方を学びます。お花を飾って、素敵なお正月
を迎えませんか。
日時　12 月 27 日（火）　10:00 ～ 11:30
場所　西ライフデザインセンター
定員　20 人（申込順）
費用　受講料 2300 円（受講料 300 円、材料費 2000 円）
持参品　剣山、花切ばさみ、新聞紙、タオル、花器

（ある方）、ゴミ袋
申込　12 月 9 日　10:00 ～
直接、西ライフデザインセン
ター（10:00 の時点で定員を
超えた場合はその場で抽選）

お花を飾って新年を迎えましょう
「美しい生け花で、新年を！」

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

〒504-0912那加桜町2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

■第 7 回グループ「彩」絵画展
期 間　12 月 6 日 ～ 11 日　　9:00 ～ 17:00（6 日 は
13:00 ～、11 日は 15:30 まで）
詳細　グループ「彩」・一川☎ 058-383-5667
■ハナムラ・ヒロユキ展  ～心を明るく～
期間　12 月 15 日～ 18 日　 10:00 ～ 18:00
詳細　ハナムラ・ヒロユキ・花村☎ 090-5459-5510

A
R
T 皆さんの力作を展示

中央図書館 3 階市民ギャラリー

C
U
LT
U
R
E

短期講座　「頭皮をほぐして髪ツヤ UP！
ヘッドマッサージ」

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日

日時　平成 29 年 1 月 11 日、2 月 8 日、3 月 8 日　
いずれも水曜日　13:00 ～ 14:30
場所　川島ライフデザインセンター第 2 学習室
対象　成人女性
定員　12 人（申込順）
費用　900 円（当日支払）
持参品　髪をまとめるゴム
申込　12 月 7 日　9:00 ～電話または
直接、川島ライフデザインセンター

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4（川島会館 3 階）
㊡ 11/28・12/2・5・12・19・20・26・28 ～ 31

　かわいいメリーゴーラウンドの工作もあります。
日時　12 月 17 日（土）　14:00 ～ 15:00
場所　川島ほんの家幼児コーナー
対象　幼児・児童（小学校低学年以下
は保護者同伴）
定員　工作のみ 15 人（申込順）
申込　工作のみ、当日 9:00 ～受付（電話可）

☎ 0586-89-5610

K
ID
S この季節のお話を読み聞かせ！

「クリスマスのおはなし会」

川島ほんの家

C
U
LT
U
R
E

■シェイプアップ  バレトン
　フィットネス、バレエ、ヨ
ガの動きを取り入れて、バラ
ンスよく体を整えていきます。
日時　平成 29 年 2 月 1 日・8
日・15 日・22 日　いずれも水曜日　19:30 ～ 21:00
■ HOUSE ＆ W

ワ ッ ク

AACK
　ハウスミュージックに合わせて、楽しくダンスし
ましょう！
日時　平成 29 年 2 月 2 日・9 日・
16 日・23 日　いずれも木曜日
19:30 ～ 21:00

【共通事項】
対象　市内在住または在勤の 35 歳以下の勤労者
定員　20 人（申込順）
費用　1200 円
備考　28 年度青年館利用未登録の方は別途 300 円
が必要
申込　12 月 13 日　18:30 ～費用を持参し、東ライ
フデザインセンター

体を動かして寒さを吹きとばそう
「冬の短期講座」

東ライフデザインセンター青年館
☎ 058-384-0507

17　　広報各務原12月 1日号 広報各務原12月 1日号　　16



毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

File № 12-1                                                 

KIDS in Kakamigahara

　

各
務
原
市
に
は
、
大
小
合
わ

せ
６
０
０
個
も
の
古
墳
が
あ
っ

た
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
ま
だ

発
掘
調
査
が
さ
れ
て
い
な
く

て
、
は
っ
き
り
と
歴
史
が
分

か
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

は
、
加
佐
美
神
社
と
山
田
寺
の

見
学
を
し
、
宮
司
さ
ん
や
文
化

財
課
の
方
か
ら
、
そ
れ
ら
の
歴

史
に
つ
い
て
く
わ
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
、
古
く
か
ら
の
歴
史

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
を
通
し
て
、
歴
史

あ
る
蘇
原
地
区
で
生
活
し
て
い

る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
故
郷

で
あ
る
蘇
原
に
つ
い
て
も
っ
と

も
っ
と
調
べ
て
い
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

文
・
６
年　

廣
瀬
楓ふ

う
な菜

さ
ん

各務原市の史跡を調べて
蘇原第一小学校

　

体
と
心
が
健
康
で
あ
る
た
め

に
は
、「
朝
起
き
て
夜
寝
る
」
と

い
う
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
人
は
、
太
陽（
自
然
）の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
ホ
ル
モ
ン
を
出
し
て
い
ま

す
。
生
活
リ
ズ
ム
は
、
子
ど
も

の
体
や
脳
の
成
長
発
達
の
基
盤

で
す
。

視
床
下
部
は
大
脳
発
達
の
要

　

生
活
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
る

の
は
、
脳
の
視
床
下
部
で
す
。

視
床
下
部
が
ス
ム
ー
ズ
に
働
い

て
い
る
と
、
情
緒
が
安
定
し
大

脳
に
し
っ
か
り
働
き
、
発
達
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
太
陽
の
リ
ズ

ム
に
合
っ
た
生
活
リ
ズ
ム
を
作

　

多
忙
で
ス
ト
レ
ス
の
多
い
昨

今
、
も
う
一
度
自
分
の
体
を
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
の
ヨ
ー
ガ
教
室
は
、

年
代
の
幅
が
広
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
毎
回
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
ポ
ー
ズ
・
呼
吸
・
瞑
想
」

を
ベ
ー
ス
に
、
ゆ
っ
た
り
し
た

呼
吸
法
で
、
普
段
使
わ
な
い
筋

肉
を
伸
ば
す
と
、
気
持
ち
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。

　

自
分
の
体
調

に
合
わ
せ
、
無

理
な
く
体
を
動

か
し
た
後
の
爽

快
感
は
格
別
で

す
。
そ
し
て
、

体
の
内
面
に
意

識
を
向
け
る
こ

と
で
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
自
分
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
ヨ
ー
ガ
に
つ
い
て
の

心
得
や
、
体
に
ど
ん
な
効
果
が

現
れ
る
か
な
ど
、
高
橋
千
代
美

先
生
の
有
意
義
な
お
話
は
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
一
緒

に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ヨ
ー

ガ
で
ゆ
と
り
あ
る
毎
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

活
動
日　

毎
週
水
曜
日　

午
前

10
時
15
分
～
11
時
45
分

場
所　

那
加
福
祉
セ
ン
タ
ー（
那

加
雲
雀
町
）

会
費　

月
2
５
０
０
円

【
無
料
体
験
日
】

期
日　

12
月
７
日
、
14
日
、
21

日　

い
ず
れ
も
水
曜
日

持
参
品　

バ
ス
タ
オ
ル
、
軽
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い

詳
細　

皆
川
☎
０
９
０
（
７
６

７
９
）
５
９
３
０

水曜ヨーガ会

り
ま
し
ょ
う
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
ポ
イ
ン
ト

◆
早
起
き
し
て
、
カ
ー
テ
ン
を

開
け
て
朝
の
光
を
浴
び
る

◆
昼
寝
は
一
定
の
時
間
に
。
目

安
は
2
時
間
程
度
で
す

◆
積
極
的
に
外
で
遊
ぶ
機
会
を

作
る

◆
な
る
べ
く
同
じ
時
間
に
食
事

を
す
る

◆
大
体
毎
日
同
じ
時
間
に
お
風

呂
に
入
る

大
人
も
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

　

生
活
環
境
の
変
化
と
と
も
に

夜
型
の
子
が
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
更
か
し
を

す
る
と
、
翌
朝
は
食
欲
が
な
く

な
り
、
朝
ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ

ず
、
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

特
に
幼
児
の
夜
型
化
に
は
、

大
人
の
生
活
習
慣
が
影
響
を
与

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
だ

け
で
は
な
く
、
大

人
の
生
活
習
慣
も

見
直
す
こ
と
が
大

切
。
親
子
で
生
活

習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

詳
細　

健
康
管
理
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）１
１
１
５

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、

各
務
原
市
文
化
財
課
の
方
に
来

て
も
ら
い
、「
各
務
原
市
の
史

跡
」
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
蘇
原

地
区
に
は
、
加
佐
美
神
社
・
山

田
寺
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も

と
て
も
歴
史
の
あ
る
建
物
で
、

村
の
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
夏
休
み
に
、
各
務
原

市
の
古
墳
や
史
跡
に
つ
い
て
調

べ
ま
し
た
。
昔
の
人
は
、
と
て

も
頭
が
よ
か
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

山
田
寺
の
建
物
で
は
、
柱
を

立
て
る
た
め
に
石
に
穴
を
あ
け

て
、
柱
が
ず
れ
に
く
い
よ
う
に

し
て
あ
り
ま
す
。
見
学
を
し
た

古
墳
で
は
、
機
械
の
な
い
時
代

に
、
大
き
な
石
を
た
く
さ
ん
運

ん
で
石
室
が
作
っ
て
あ
り
ま
し

た
。位
の
高
い
人
の
お
墓
に
は
、

宝
物
も
一
緒
に
入
れ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
ど
ろ
ぼ
う
が
入
り
に

く
い
よ
う
に
、
入
り
口
が
工
夫

し
て
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
生
活
を

見
直
そ
う

武藤忠義さん｜「第 6 回 市都市景観賞（まちづくり部門）」を受賞

　

9
月
に
最
終
選
考
が
行
わ

れ
、
受
賞
者
が
決
定
し
た
「
第

6
回
市
都
市
景
観
賞
」。
市
の

良
好
な
景
観
の
形
成
に
貢
献
し

た
活
動
を
行
っ
た
団
体
に
贈
ら

れ
る「
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
」

に
、
武
藤
忠
義
さ
ん
が
代
表
を

務
め
る
「
駅
広
を
愛
す
る
会
」

が
選
ば
れ
た
。

　

平
成
18
年
に
発
足
し
、
現
在

21
人
の
会
員
か
ら
な
る
同
会

は
、
主
に
Ｊ
Ｒ
鵜
沼
駅
前
に
あ

る
ビ
オ
ト
ー
プ
池
の
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

池
の
周
り
の
草
刈
り
、
池
の

中
の
清
掃
を
行
う
と
、
い
つ
も

40
袋
以
上
の
ご
み
袋
が
積
み
上

が
る
。
平
均
年
齢
70
歳
を
超
え

る
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
そ
の

量
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は
な

い
。
そ
ん
な
中
で
も
、
毎
回
ほ

と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
、
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
で
、
訪
れ
る
人

に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。
全
員

が
同
じ
思
い
で
や
っ
て
い
ま

す
」。
メ
ン
バ
ー
の
団
結
を
、
武

藤
さ
ん
は
誇
ら
し
げ
に
語
る
。

　

発
足
の
き
っ
か
け
は
、
池
の

中
に
入
れ
た
コ
イ
を
鑑
賞
す
る

た
め
だ
っ
た
。
草
に
覆
わ
れ
て

い
た
池
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
、

近
隣
の
住
民
に
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
た
。
以
来
、
池
は
美
し
さ

を
保
ち
、
訪
れ
る
人
々
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
１
人
で
は
で
き
な
い
こ
と

も
、
同
じ
思
い
を
持
つ
仲
間
が

い
る
か
ら
で
き
る
ん
で
す
」と
、

こ
れ
ま
で
を
振
り
か
え
る
武
藤

さ
ん
。
今
年
、
市
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
池
内
の
水
質
浄
化
工
事

の
際
に
も
、
改
善
案
な
ど
を
メ

ン
バ
ー
と
考
え
、
積
極
的
に
提

案
し
て
き
た
。

　
「
こ
の
景
観
賞
は
、
み
ん
な

で
も
ら
っ
た
も
の
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

受
賞
し
た
と
き
の
気
持
ち
を
語

る
武
藤
さ
ん
。
彼
ら
が
い
る
限

り
、
美
し
い
「
駅
前
広
場
」
は

続
い
て
い
く
だ
ろ
う
。

MUTO Tadayoshi
鵜沼山崎町在住、75 歳。時間があ
れば、庭木の剪定や畑の手入れを
行う。友人とのカラオケが趣味。

同じ志を持つ仲間と作り上げた「駅広」
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

め
ざ
せ
！

　10 月 2 日に、中央ライフデザインセンターで、
「だがしやチャレンジ」講座が開催されました。
【市民カメラマン：富田博道さん】
3カ所のブースで、それぞれのチームが売れ筋商
品の駄菓子の販売を実践。どうしたらお客さんに
買ってもらえるのかを考え、電卓を手におつりの
計算をしたり、看板を持ってアピールしたり、楽
しい雰囲気の中で行われていました。完売したと
きの子どもたちの笑顔がとても素敵でした。

将来の夢へのライフプランを描く

学びの森で、新たな出会い 安全・安心なまちづくりを目指して

鵜二小「夢づくり授業」

マーケット日和 防災フォーラム

「だがしやチャレンジ」

　鵜沼第二小学校では、6 年生児童が職業につい
ての理解を深め、具体的に将来の夢を描く「夢づ
くり授業」が行われています。
　11 月 2 日には、市長のほか、消防士や言語聴
覚士、社会福祉士の方を招いて授業を実施。それ
ぞれの仕事の内容や魅力などについて、話を聞き
ました。浅野市長の授業では、仕事の説明のほか、
将来の夢を叶えるためのアドバイスが贈られ、子
どもたちは興味深くうなずいていました。

　毎年 11 月 3 日に行われている、マーケット日
和。3 回目の今回は、県内外の飲食店や雑貨店、
青空古本市など 161 店舗が、学びの森や市民公
園に出店しました。
　これらのマーケットのほか、音楽の演奏なども
行われた会場には、昨年を上回る２万 3000 人も
の方が来場。昨年に続き会場を訪れたという方は、

「雑貨や本など、気になるものがたくさんありま
した」と、新たな出会いを楽しんでいました。

　巨大地震の発生に備え、市民の皆さんに防災意
識を高めてもらおうと、11 月 8 日に「新庁舎とま
ちづくり  市防災フォーラム」が開催されました。
　東日本大震災で被害を受けた塩竃市と須賀川市
の市長、防災の専門家を招き、パネルディスカッ
ションなどが行われました。須賀川市長から、「震
災で市庁舎の重要性を再認識した」という報告も
あり、来場した方は市庁舎の果たすべき役割につ
いて、理解を深めていました。　（あすかホール）

ら
最
先
端
の

技
術
を
学
べ

た
の
は
、
誠

に
幸
運
だ
っ

た
。

　

順
調
に
発

展
を
遂
げ

て
い
た
飛
行

機
業
界
で
は

あ
っ
た
が
、

こ
の
年
（
昭
和
二
年
）
は
不
況
の
前
兆
と
も

い
う
べ
き
金
融
恐
慌
が
起
き
て
い
る
。
大
戦

景
気
（
第
一
次
世
界
大
戦

－

１
９
１
４
か
ら

１
９
１
８
ま
で
）
も
終
戦
と
と
も
に
一
転
し

て
不
況
と
な
り
、
関
東
大
震
災
の
処
理
（
震

災
手
形
に
よ
る
不
良
債
権
な
ど
）
に
加
え
て

当
時
の
蔵
相
の
失
言
な
ど
に
端
を
発
し
た
取

り
付
け
騒
動
が
起
き
る
。

　

当
時
、
岐
阜
県
下
で
三
番
目
の
規
模
を

誇
っ
て
い
た
蘇
原
銀
行
も
こ
の
余
波
で
倒
産

に
追
い
込
ま
れ
た
。
出
資
者
の
ひ
と
り
大
平

田
庄
蔵
も
予
想
外
の
成
り
行
き
に
手
の
施
し

よ
う
が
な
か
っ
た
。　
　
　
　
　

― 

つ
づ
く

35

　

大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
、
天
皇
が

崩ほ
う
ぎ
ょ御
さ
れ
元
号
が
昭
和
と
改
ま
っ
た
。
日
本

国
中
が
喪
に
服
し
た
ま
ま
昭
和
二
年
が
明
け

た
。

　

こ
の
年
の
二
月
、
川
崎
造
船
飛
行
機
部
が

飛
行
機
工
場
と
改
称
し
本
社
直
属
の
独
立

工
場
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
既
工
場
の
隣
接

地
約
六
千
坪
を
買
収
し
、
組
立
工
場
や
格
納

庫
な
ど
の
増
設
に
取
り
掛
か
っ
た
。
さ
ら
に

技
術
者
の
向
上
を
図
る
た
め
東
京
帝
国
大
学

航
空
学
科
を
卒
業
し
た
土
井
武
夫
を
入
社
さ

せ
、
ド
イ
ツ
か
ら
招
聘へ

い

し
た
フ
ォ
ー
ク
ト
博

士
の
も
と
で
飛
行
機
の
設
計
技
術
を
学
ば
せ

た
。
こ
れ
に
よ
り
技
術
が
各
段
に
向
上
し
、

つ
い
に
は
世
界
の
名
機
を
も
凌し

の

ぐ
と
ま
で
言

わ
れ
た
「
キ

－

61
戦
闘
機
」
…
通
称
「
飛ひ

燕え
ん

」
の
誕
生
を
み
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
（
昭
和
十
六
年
）

で
あ
る
。
し
か
し
、
兵
頭
正
治
が
そ
の
土
井

武
夫
技
師
の
も
と
に
配
属
さ
れ
、
お
の
ず
か

【これまでのあらすじ】大正12年（1923年）の稲葉郡蘇原村。9月に発生した関東大震災に、平田竹男は東京にいる友人、大平
　　　　　　　　　　　田毅の身を案じる。農会青年部への途上、村長である毅の父、庄蔵から無事を聞いた竹男は胸をなでおろし…

　

全
国
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６

の
決
戦
会
場
に
行
っ
て
き
た
ら
ら
。
会
場
で
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絵画
「スイカネコ」

私の所属する美術部の先生から、大きなキャンバスを用

意してもらったので、勢いよく描いてみようと思いまし

た。そこで、普段は描かないネコを、色鮮やかに、おしゃ

れに描きました。色を選ぶのは楽しく、集中して取り組

んだので、仕上がりには満足しています。今は、また別

の動物を描き始めました。今から完成が楽しみです。 天野翔子さん
（那加桜町）

CITY
GALLERY

勢いよく、おしゃれなネコを描く

森竹　櫂
か い

生ちゃん（H27.8.14 生）

電車と踏切が大好きなかい。これらも元気

いっぱいすくすく大きくなってね。

（大地さん・知子さん、鵜沼羽場町）

いつも明るく元気だね。これからも家族全員

を明るく照らし続けていってね。

（浩満さん・真美子さん、鵜沼各務原町）

柴山　陽
ひなた

向ちゃん（H28.2.13 生）　　

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8591 人（男　7万 3505 人・女　7万 5086 人）

世帯｜ 5万 8395 世帯　　　　　平成 28 年 11 月 1日現在
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